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報 告

第 61回 日本歯科理工 学会学術講演 会報告

　平成 25 年度春期第 61 回 日本歯科理 工 学会学術講演 会

が，4 月 13．14Lj の 両 日，昭 和大学歯学部歯科保存学

講 座 歯 科 理 ［学 部 門 教 授，宮暗　隆先生 を大会長 と し

て ，東京都江 戸 川 区 タ ワ
ーホール 船 堀 にお い て 開 催 され

た，本大 会 は，平成 24年 12月 の 法 人 化 以 降 最 初の 記 念

す べ き大 会 で あ り，大会
一

日 目の 午 後 には 法 人 と して 初

め て の 定 時 社 員 総 会 ・会員 総 会が 催 され た．役員 名称等

従来の 総 会 と は異 な っ た 雰 囲 気 で はあ っ た が，塙　隆夫

理 事長 の ド，総 会 は滞 りな く進行 し，日本 歯科・理 工学 会

の 法 人 と して の 新 た な可 能 性 と社 会的 責任 を感 じさせ る

もの と な っ た．ま た 総 会 に 先 立 ち，16 名 の 方 々 が 日 本

歯科理 1：学会学会賞，功労賞，論文賞，IADR −DMGC −J

記念賞 の 表彰を受け，5名の 方 々 が名誉会員証を授与さ

れ た，

　本大会で は 口頭発表 22 題，ポ ス タ
ー

発表 55題 の 合計

77演題の
一

般 冂演が あり，熱心 な質疑応答が 行 わ れ た．

最近 の 学術講演 会の 中で は演 題 数 が 少 ない 方 で は あ っ た

が，内 容的 に は生 体か ら数 値解析 に 至 る まで ，歯科理 工

学が 包 含す る 範囲が よ り拡 大 して い る 印象 を受 け た．ま

た，国外か ら の
一般 凵 演 の エ ン トリ

ーが 6 題 あ り，国 内

外 に 情報 を発信 し続 け る 本学会の 意 義 を再認識 した思 い

で あ る．

　特別講演で は，株式会社新興 セ ル ビ ッ ク の 竹内　宏先

生 をお 迎え し 「群 れ ない ，媚 び ない ，属 さ ない 『町工 場

か らの イ ノベ ー
シ ョ ン』 と題 して ，もの つ くりに 対す る

熱い 想 い を 聞か せ て 頂 い た．会場 で はユ ニ
ーク な ア イデ

ア か ら 生 まれ た卓 ヒ超小型 射 出成 型 機が 披露 さ れ，囗本

の 技 術 が 匠 の 技 と発 想 に支 え られ て い る こ と を改 め て 知

る こ とが で きた．

　 大 会 二 日 目に は 日本 歯科 医 師 会の 冨 山 雅 史先生，東京

都歯科 医 師 会 の 細 野　純 先 生．東北 大 学 の 佐 々 木啓
一

先

生 ，口本 歯 科 商 工 協 会 の 山 中 通 只 先 生 か ら講 演を頂 き，

大 会 長 の 宮 崎　隆 先 生 を 座 長 と して 「歯科訪問 診療 の 現

状 と器材へ の 期待」 と題 した シ ン ポ ジ ウム お よび Den−

tal　Materials　ACIviser／Senior　Adviser 特 別 セ ミナーが 催

され た ．訪問診療 は 超 高齢化社 会 を迎 え る 口本 に と っ て

重要で あ る ば か りで な く，そ の 先に は地 震 大 国 で あ る 目

本 に お け る 被災地で の 冂 腔 ケ ア に つ なが る テ
ー

マ で あ

り，訪問 診療 を実践 され て い る 先生 方や，産学官連携 し

て 歯科訪問 診療 用 パ ッ ケ
ージ を開発 して い る 先生 方の 話

題 は 大い に 興 味ある もの で あ っ た．

　本大会で の 懇親会 は法人設 立記 念祝賀会を兼ね，大会

一H 目 に タ ワ
ーホール 船 堀 の イベ ン トホ

ー
ル で 開 催 され

た．宴 に 先 立 ち楳 本 貢 三 先 生 よ り法 人 化 へ の 経 緯 の 説 明

が あ り，法人化 に ご尽力 され た 先生 方 に感謝状が 贈 られ

た，また，事務方 と して 法人 化 に 多大 な る貢献 を して 頂

い た 口 腔保健協会 の 掃部関　真氏 に も感謝状 が 贈 られ

た．そ の 後，余興 と して ベ ル ギー
の Universiteit　Gentか

ら 日本 歯 科 大 学 に留 学 中 の Valentin　Vervack氏 に よ るh，

合 演 武 の 披露 な ど を交 え，宴 は終始和 や か に 進め られ

た．

　 本 学 術 講 演 会 で は，効 率 の 良 い 運 営 に よ っ て 気 持 ちの

良 い 2 日間 を過 ご させ て 頂 い た．こ れ も宮 崎 　隆大 会 長，

玉 揖幸道準備委員長 を は じめ とす る多 くの ス タ ッ フ の ご

尽力 に よ る 賜物で あ り，本大 会の 運営 に 携わ っ た すべ て

の 方々 に 感謝 を 申 し上 げ，第 61 回 日本歯科理 工学 会 学

術講演 会 の 報告 と させ て 頂 き ます．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 赫多　清

　　　　（日本 歯科人 学新 潟 生 命歯学 部 歯科理 工 学 講 座）
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